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1 はじめに

地域活性化の手段の一つとして地域通貨がある。地
域通貨とは特定の地域でしか利用できない通貨のこと
で、地域通貨を循環することにより法定通貨の流通を
促進し、人々の繋がりを深め、地域の活性化を図るシ
ステムである [1]。地域通貨は、地域活性化の手段と
して期待される。
この地域通貨と携帯電話を使い、自治会・NPO団

体・商店街と連携して、大学生がボランティア活動に
取り組み、得た地域通貨を地域の商店で利用すること
で、人とのつながりや地域の活性化を支援する「地域
活性化を目指した携帯端末による地域通貨システム」
というものがある [2]。しかし、このシステムでは地
域通貨の使用が一過性なもので学生同士もしくは地域
の人とのコミュニケーションの場も少なく地域活性化
には繋がりにくい状況にあった。
この問題を解決する方法として、本論文では、SNS

を利用しインターネット上で情報の提供や地域通貨の
やりとりを行う方式を提案する。また試作実験により、
本システムの有効性の検証を行う。

2 提案方式

本論文では、インターネット上で情報の提供や地域
通貨のやりとりをして、利便性の向上を図り地域活性
化を可能とする方式を提案する。
学生同士もしくは地域の人とのコミュニケーション

を確立するために電子掲示板の利用も考えたが、イン
ターネット上でのユーザ間の地域通貨の取引やコミュ
ニケーションは、見えない相手という不安感から促進
しにくく、ある程度のユーザのプロフィールの公開が
必要である。本システムではこの問題を解決するため
に SNSを採用した。本論文で提案するシステムの概
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図 1:提案システムの概念図

念を図 1に示す。

2.1 システム機能

本システムは SNSシステム・地域通貨システム・掲
示板システムで構成されている。本システムの機能構
成を図 2に示し、各機能の簡単な説明を以下に示す。
なお、ここでは地域通貨の単位をポゴとする。

1. 参加登録：学生の登録処理を行う。携帯電話以
外でのメールアドレスで登録した場合SNS機能
のみしか利用できない。

2. 登録情報の編集：学生自身の登録情報を変更で
きる。新たに携帯電話のメールアドレスを登録
する場合、SNS機能の他に地域通貨システム・
掲示板システムが利用できるようになる。

3. 実施予定活動の登録：地域通貨の重複支払いを
回避する為に、あらかじめ参加する活動を登録
させる。

4. ポゴ支払い (学生間)：ポゴと引き換えできる番
号を発行する。学生間でポゴのやり取りを行う
場合に使用する。

5. ポゴ受け取り (学生間)：発行された番号を入力
することで、ポゴと引き換える。
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6. ポゴ支払い (学生‐店舗間)：店舗で買い物及び
サービスをポゴで支払う場合に使用する。

7. 実施予定活動内容の登録：管理者が新しい活動
内容を登録する場合に利用する。

8. 参加店舗入会登録：地域通貨の利用できる店舗
を登録する。登録には指定した用紙に店舗情報
を記入してもらい、管理者が実際に登録を行う。

9. ポゴ清算：店舗の要請により、店舗に溜まった
ポゴを現金に換金する。

10. 登録情報の表示：店舗の登録情報及びポゴの取
引履歴を閲覧する場合に利用する。

11. 登録情報の編集：登録された店舗やボランティ
ア情報の編集・削除をする。

12. ポゴ発行操作：福祉活動終了後、ポゴをボラン
ティアに発行する場合に利用する。

13. メッセージの新規投稿：メッセージの投稿を行
う。学生同士がポゴで要らなくなった物のやり
取りを行う場合に利用する。

14. メッセージの表示・閲覧：投稿されたメッセー
ジの題名一覧を表示する。

15. メッセージの返信：投稿されたメッセージに対
して投稿を行う。

16. メッセージの返信停止：メッセージの投稿者が
その投稿に関しての返信を出来ないようにする。

図 2:本システムの機能構成図

3 実装と評価

3.1 実装

実装は、SNSとしてOpenPNE、DBにMySQL、メー
ルサーバとして Postfixを利用した。開発言語は PHP

で行った。SNSと地域通貨システムの連携は SNSで
作られたセッションクッキーを地域通貨システムで利
用する事で実現した。

3.2 評価

SNSと地域通貨システムを連携することにより、
SNS内ではイベント等の地域情報が提供できる。図 1

に示すように、本システムでは、地域通貨管理者・店
舗・学生により形成されており、SNSを利用して地
域情報を提供することで既存のユーザの維持及び新規
ユーザの獲得ができ、地域通貨の利用者の拡大が期待
できる。
本システムの妥当性を検証するため試作実験を 2006

年 10月 22日から 2007年 1月 21日まで行った。実験
により SNSと地域通貨システムが連携した結果、地
域通貨への認知度の向上、不安や不便さといったマイ
ナスの先入観を取り省き、今後も地域通貨を利用する
事への多くの賛同が得られた。
これにより、今後も SNSを利用して地域情報の公

開やイベントを行うことにより地域と学生との繋がり
が深まり地域活性化が期待できる。

4 まとめ

本論文では、SNSと連携した地域通貨システムを提
案した。本システムでは、従来方式を基本としてSNS

と連携することにより地域通貨の利用が一過性なもの
で学生同士もしくは地域の人とのコミュニケーション
の場も少なく地域活性化には繋がりにくいという問題
の解決をした。
今後の展望として、RFIDを使ったシステムとの併

用、また地域SNSとしての機能を強化し一般的なSNS

との差別化を図るなど、さらなるシステム利用者の増
加を狙いたい。
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